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最近の地熱発電に関するトピックスと動向

はじめに

わが国の地熱発電は昭和41年!0月に岩手県の松川地

熱発電所(2万kW貸本箆化工K.K)が営業運転を

開始し翌年の8月大分県の大番地熱発電所(五｡所長W

九州電力KK)がこれにつづ慧現在に至りている,

外園における地熱発電の出力イタリァ1こおいて30数万

もちろん順をおって紹介するよう紀開発の努力は園

内の他の数ヵ所でも着冷と錫在でもつみ重ねられ出力も

司.地熱包寄う盟について

地下に理ぞ労蜜れている鉱物資源の開発をすすめる上

にあ怒ってあらかじめその埋ぞう畳の概略を蒐つもり

ておくことは最も基本的な箆要な議柄である肚地熱欝

源についても例界では批･由慶大悲地球の胸部は券常

な高温状態はあることはよく釣られている｡しかしそ

れゆ免に地熱資源は莫大抵量にの1鍋ものであるとい

うよう放漠然とし花表現では実際上は碗の参考にも

たらない｡

わカ損の地熱闘発に関心をもっている人膚を会貴あし

で成り立ゆている浸本地熱調査会では日本の地熱欝源

包蔵量をぜのよ資熔欝棚するかとい簑第一マで研究会を

持ち先年来議論淡行なわれて来ている苫ここで行な

われた議論をもとにして以下簡単に一体わ湾瀬の地

熱包蔵鐙はどう考えられているかを窪ず紹介しよ簑.

現在行政われている地熱発電とはいわ凄未然蒸気発

電といわれるべきもので落る山地熱紀よってあ花花め

られた地下水をとり出しそれのもつエネルギｰを電力
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秘羅で鈍黙発驚を行なっている個蕨

は変扱しているわけでいが紀地下か高温であろうと地

下紀その高澄で彪だためられた流体が杜ければ地熱エ

率〃ギｰは利周で書ない｡

その鴬瞭では蛸無資源とは地下記貯克られている天然

蒸気1熱水のこ&で移りその流体の埋ぞう鐙秘屍つも

ろうおする蟹そのものである｡同仁流体資源である宥

滴についてはその埋ぞう量は大別して慧種類のものか

考麦られている｡その一つは究極的壊ぞう鐙ず潅わち

総埋ぞ資鐙で渉りその二は可謀壊ぞ資鐙曇よぱれる.

可換鑑ぞう鐙詮は地表上紀技術的お次び経済的に屍て

繰取で慧る鐙を意味し当然総埋ぞう量を下蛮わるもの

あな私地熱資源の場合もこれに泳ぢづて同様の蟹

種類の埋ぞう量秘まず考史られる.しかし宥滴鉱床に

関す器現在の鏑識の豊富慈にくらべればその飽下にお

ゆる賦存状態ぽ嚢だ襲想不明の歳の多い飽無資源の場合

紀はそのいず机の推定に恋むずかしい問題淋ある.

最近の各地熱地域紀為げる如織では看油鉱床で屍られ

る率孔質放地層添含油層をなしていると同様に多孔質

地層渉地熱流体の貯溜層あ侮りているあ屍るよりもか汰

り孔隙率の小春い地層剃α蛎敏る錨層中のお扱帥婁存

在しその存在が熱水1蒸気⑳賦御砧って本質的でめ

ると考えられて来てお堕鑑宥う鐙の兇つもりを一鰯な

ずかしいものにしている｡地綴のいわば慶期的液孔隙

率淋問題を放るのである淋悉⑳屍つ愁聾は雑常熔滋ず

かしいことであるからで踏蕃曲･鋤主綴熊⑳彩⑳漢祭滋わ

れ属の規模や分流につ､煎⑳纐織秘畿芯護想彩勅杓棚ζ

は乏しいというのか遺憾液秘密現状樽滋葛｡

春て葡蟹翻婁い書春か擦没添淳施撚渦努測欝繕鞠待

される地熱包ぞ簑盤を'㌧恋憾鶴棲働崖島影次め裟夢滋試

算例秘添されている宮川渚奴夏は蝕添繕鐘簿滋欝勅郁･

る無気嚇を駒峠維麟瀦繍蝉鞭牡

極的熱源ヤある溶融状態縫蕗矯締劣鋤糞冷翻裁篇漢恐熔

放串する熱量を推算しヤみぷう塁ず篭裕め箏影蒼帝い

どうかに大きな議論がおこるところであるが一試算

として電力換算で夏､OOO万友WX5,O00牢という数字を

あげている人秘いる害地熱丑ネルギｰの莫大蜜をうか

添わせるものといえよう､

ζのよう次試算よりむしる地熱処城ぽ貯えられる地下

水蟹を屍つもってこれをもって鰹ぞう盤を推定してみよ

うと試み花例添ある判ζれは先の宥滴鉱床の場合でい

えばいわぱ究極的埋ぞう鐘を意味するものといえよ

う.しかし兜にものべたように地熱地域の地下に保

有されてい為水量を屍つもるこ&紀大意恋顧難の一つ秘

ある竜もぢるん灘本金体の地熱地域の全繭積をぜのぷ

う紀規つもるか絡も問題か鉦るしどの深度蜜での水盤

を対象として考免肋叱もそれぞれ魑難淋ある秘結論

のみを調せば以上の考先方で簑､000万妓双湖⑪⑪牢些い

形数字秘一例&して爺慈批秋渇｡

次に漢だ包ぞう鐙を地熱地蔵妙簿然流蟹&績ひ訓貧で

考免てみた例も検識養れ疋外る堀気地熱処滅の簿然熱

瀦鐙⑳爽慧蜜は地質構澄並⑳諸薬傑渚洞じ湾踏れば地

箏悠働彩郭慈籾稔鐙⑳爽欝奮憾跳例赤るもあ恕欝㌻遊似

弔濠杉で繊誇爽鳶慧澄秘湾慧藩鶯葛餐珀斌一リング孔を

数姿笑鵜謹:終浅織濠捌磁顯で･地平梁熱黒部ル薬㌶壷

､一勘脚衣⑱黒踏鋤裏管勿畿ゆ胴じ多竃鐙1該犬鋤洛陣

欄発前のその蛸域のぎ然熱沸盤熔磁例淡葛瀞沸誇鋤慧

根準め仮定で蕗る.世界各地域の例によるお二凱一ジ�
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'ヵ所の卓然熱流盤を正0豊～五げ鰯]/鋤と考克ると上記の

仮定比率を用いれば総計工00～工事0⑪O煎Wが開発可能盤

ということになる｡これはいわば可操鑑層う最の滞り

ぽい見つもりとい免よう.

放潟この見つもりには前の2つのそれに蛇べると単数

カミはいってい狂い､これは見穣りの方法の遠いから起

こるもので包ぞう量としては厳翻ζはふW淡単数&い

う表現にたるのであるが最後の場合にはこの単数がか

放り長いものとい簑理解が液きれているものであろう目

一地熱地蜘こおける発電の歴史の最も古いものはイタジ

ァのラルデレ涙であるが約串棋紀の歴史をもって為リ

また千エｰジｰランドのワイラケイ峠ほぼ四分の}世紀

に近い歴史をもっているが今愈お資源の澗渇は屍られ

ていない｡一方それらの地域で出力を書らに増す化め

坑井数を増しても全山カとしてののびがえられ恋いとい

うことがわかって来て鰭局宛鴬的紀とり出しうる一つ

の飽和点にくれぞれ達していると考克られるのである｡

これは要するに一つの地熱鋤域から定常的にとり出しう

る量には一つの限界があるそして一方そのよう肢とり

出し方で発電を続けて行けば50年以上十分の長さの稼行

力河能であるという見方を地熱欝源紀与先ることがで

きる,従って上記の可採埋ぞ電盤は10⑪～1垂000万妓W

X(かなり長い期間)と理解すべ書

もの&抵ろう.

何度もくり返すよう紀以上の議

論は学問的厳密きに欠ける繭淋海

り凄施い善なり結論の数字を紹

介し読者のみたさ凄紀も受け入れ

がたい面もあるかも細れ扱い､

筆者らも決して上記の語数字終満

足しているものでは榊､が実態

についての知識稀少ない現状紀も

かかわらず手かか抄⑳数字をな

んとかして見つもるラをする努力

に対しては十分の敬意を表レ花いヨ

今後探査技術宙開発技術の進歩は十分期待で蓄るこあ

汝ので上謁見つも碧の埋ぞう量はさら紀大嘗くしてよ

いものとなるう､そのような要素を考慮に入れて可採

埋ぞう鐙をして婁呈⑪0蛎友WX200年位を考免るひは決

して大誉く蜜とをはずれたものでたいをいうのが一つの

見方として現在とられている.筆者らも一席この立場

をとって以下筆をすすめることとする.

蒙､鱒鰹望⑪00年諌聾の電源構成の嘩測にお1ナる地熱

発蟹の位魔

ω躍カ綴嚢⑳傭びと泌轟鋲総釣

通産衛の委託調査を行汰りている新発竃方式総合調査

委員会では施紀藪000隼紀嚢る霧カ需要の携移紀つい

て長期展望を術な欄だがそ拙はれぱ叉9筋～藪⑪00年

の牢乎均傭び薬は簿｡脇&堅調な梯びを添すζ&が予測

されている(欝2-1表).すなわち需要驚カ鐙は

1985年(昭和60年)には蟹享班0億友双h2000年ζ昭和75

年)に鮎糊事500億友W映それぞれ1螂年(聰秘峰)

の餐倍輪よび蝸借となる見込みである･

電力需要の肉鰍を部門別記み為あ鉱工薬鮒肱産

業構造か素材生産部問の電力多摘費型かち機械産業を獄

じめをする電力寡摘寮型へ移行すると予想巻れ電力霧

要全般紀占めるウエイトは下ってくるであろう利一方

運輸部町民生部門における今後の伸びは国民生清水

変化

をくに冷房負荷の増大深夜電力の増大独亙を考�
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す放わち王985年(昭和60年)

潟よび簑000年(曜和75年)に必要

な送電端供給カはそれぞれ2億

600万kWおよび5億2,400万kW

となる.

水

力
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(2)電源構成

このような必要供給カを確保す

るためには膨大な量の電源開発

が必要であるカミその開発パタｰ

ン(どん液発電力武のものをい

つどれだけ開発するか)は主

島…1

29,ゑ00'34,蔓

呈ヨ総婁,

秘

§撃｡壌≡至呈餐5◎

婁･グ壌1王｡o

醐1孤･湖1

婁萢300≡遂｡3

遂享3008.⑪

琶,600.工簑､3

鰯0重.餐

5000岨警

㈱･り舳

う牧パタｰンを探る必要か潜る苗

第藪一望表は長W長Whと

慮すればほぽ横ばい紀推移するであろう｡Iこの孜うな

送電損失率年負荷率の推移を翻案す杓ば醐δ隼(紹

和60隼)為よび隻000年(昭和術隼)の最大電力(送電端)

はそれぞれ夏億7,90⑪万隻Wおよび媛億餐茗600万榊

と狼ゆ互§6餐舜三(昭零口遥⑪圭竿)の笈茱餐86万災猟の7イ普およ

び五?借&決る､

以上のような驚カ需要の推移紀対して農質の驚カを

安定供給するため虹は最大電力刎.蝿倍程度の供給カ

を確保する必要がある､これはいわゆる供給予備カ

をエ脇程度傑宥する必要があること最大電力淋発生す

ると蓄腿も熊親点検のため停止蜜ぜなければなら紬畷

備が§路程度はあるを誇免られる花めであ蕎｡

のうち亙98王～裟⑪00年の20年閥をとおじてみて最も経済

的なものを試算した結果で潜る｡

この試算結果の大きな特徴はガス参一ビンの躍進

が冒覚しいことで蜘00年には9,210万kWの設備量(全

設備の17,脇)となる.これはガスタｰビンの建設

単価が隻000制迂は笈万円/肢W熱効率泌0%と現在

のそれ脅れ3万円/蛙概2δ%程度の値から大幅に臭く

なると想定されるためでガ黒タｰビンはピｰク供緒カ

および予備カばかりでなく交ドル供給カの役割りも果

たすと考えられる｡

㎞方人力はユ蜘隼代に液ると原子力の経済性が

火力を上鰯ると予想されるため減少の一途をたどり

2000牢には単独の火力はなく液りMRDあるいは醐D

発電との鐵ンバイン〆火力として3,600万妓W軽度の設

備容鐙となるでおろう｡将来の電源開発の主役はや

はり凝等苅であり黛⑪⑪0年1ζは2億蔓皇遂00万炎Wと全

段傭の顯.脇を歯めべ一ス負荷を受け持つことに液る｡

氷ヵは揚水式氷カを主体として開発され2000年には

6呈6⑪0万浸Wと怒る.

新しい発電方式をしては滋馳火力鰯醐火力燃

料麗漉錐熱籍鰻艦繊禽等があるがこれら新発

電方式は200⑪年で8,380万災Wとなり全設備の15.脇�



カミ多くなるからである､

(3)鋤勲発驚⑳将来艦を問題点

わが国の地熱包蔵量は種冷検討された結果発電と

して望ヨ00班長W(寿命200牢)か開発可能と推定窓れて

おり調査方法ならびに建設方法の技術進歩によりそ

の開発は急速に行汰われる可能性秘あり簑00⑪年凄でに

880万kWを開発するこ&は十分可能である｡

地熱発電の簾王の利点は禺産資源の活用ということ

である.わ勿潤では大部分の化石燃料を海外からの輸

入に頼っており今後もエネルギｰ資源の海外倣存度は

蜜す窪す増大の一途をたどる傾剛こある.地熱発電の

.採用はエネ〃ギｰの海外依存度を減少させ国内エネ

ルギｰ供絵の多様化によって安定供給を図れるとともぽ

エネルギｰ輸入に要する巨額の外貨負担を軽減させるこ

とに怒る古

篤藪の利点は低廉扱発電コストが期待できるという

こをである.す汰わち地熱発電は在来火力と比較

して建設単価は高くつくが火力発電籔ストの竃割以上

を占める燃料費が不要と液るのでべ一ス負荷運転を行

なえばか次り低廉汝発電コストと怒るであるう凸

このほか公害が少液いこと地熱開発に伴い得られ

る熱水1温水を観光産裟馬生用などに多掬的に利用で

きること噴気申の有用鉱物資源の採取ができることな

どの利点がある.将来の地熱発電の開発は地域産業

の振興および観光産業とも協調をとった地域総合闘発の

形で行なわれるものと考えられそれによって凄花経

済性を増すであろヅ

地熱発電はこのような利点を持つ一方今後開発

するに齢たって解決しなければならない問題点として

経済的かつ精度の高い探査技術および掘さく技術を擁立

すること大容量化を図ること観光1温家業との共存

を図ること熱湯含有ガス騒音等の対策を十分行汰

う必要があることなどがあげられる.これらの問題点

か解決されるように努めることによって今後の地熱発

電の開発に大きな期待がよせられる･

3｡国内の最近の請麗

請題のはじめに地熱発電設備の輸出についてとり上げ

たい.松川地熱発電所の婁万没Wの発電設備を作った

東京芝浦電気㈱が今度メキシコ電力庁のもとめに麻じ

37｡δ00険WX簑機の地熱発電設備(タｰビン1秦電機)

を製作納入した｡これはメキシコの北部のアメリ勿と

の園携近くの地熱地域メキシカリで建設が行なわれてい

る新しい地熱発電所用のものである｡岡杜では引き続

いてア刈労のカイザｰ地熱発電所の増設搦の発電設備

5万餐千没Wタｰビン発電機をヨ台受注しその窮一専機

が去る四月に出荷されたとのごとであ為.δ万餐私W

発電機は錨熱発電用としては単機棋界最大擦鐙のもので

ありその､歳にも関係者の注醐蝶められるのである白

わが圏の麓業の現状からすれば発電設備の輸出について

あらためてとり上げることも扱いと考吏るむ意もあるか

も細れ恋いか地熱発電虹花ずさわるものとしてはこ

れをここに積極的紀評価し従い､アメリカζ訟一ジ

ｰランドに渇いても後はのべるよう1ζ地熱開発が裏す

'葉す窓かんに行なわれつつあるかその他棋界沓飽はお

いて新しい地熱処載の開発調養が積糠的にすすめられて

いるのか現状である｡そしてその結果として地熱発電

設備の需要も今後蜜す藍す増大す蕃こと淋予想春れる岳

このような時点でわが圏の機籍メｰカｰ湾洞内の飽熱

発電所でつみ上げた実績を基礎紀して世界各地の地熱発

電所に進展することは園内の地熱闘発のも花らす慰め

ざる成果ともいえよう｡

関係者の間の最近の明るい請題として松川?号丼の成

功をあげること秘できる岳ζの筑弗は松川発電所の鶏

7番属の生産弗あしで今年丑月に帝宥書く井工業㈱ぴ

って着工されたものであ蕃,地熱坑井&しては新しい

試みである傾斜掘を行政いみごと成功し4月紀は完工

繊洲?努鉾瀦慈く蔭

後の鱗陶(翼本箆化エ器笈縫俄)�
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し絢㈹トン/時間の過熱蒸気の噴出を蒐た｡ごの坑井

は最近発電の戦列に加わ資現在松川発電所の主力生産

弗になってい私傾斜掘とはその名の通り坑井を稀蟹

する方簡に瞳げて掘さくすることである｡宥油1天然

ガ沢や天無蒸気のような流体欝源の繰取にあ打っては

飽上記為ける流体の輸送を集約的に行なうため坑口は相

互ぽ逝い距離紀あること鳶蟻護しい.一方流体の鋤下

からの操敢を宥劾に行なう花めぽは坑井の欄亙干渉を

蜜け葛ため鉦る適娑な間隔をもうけて筑井か掘妻く窓

れねばならぬ､ある場合紀は地表の悪条件の淀め望む

;艶焦ぽ翻きく機を設蟹して掘さくで曹ぬζとも考えられ

その地庶の直下の予定深度を買ざして滴警液勘,無より傾

斜して掘さくしていくこと添考史られる由このような

考免から宥滴1天然ガスの採取における傾斜掘はさかん

紀行搬われているこをであるヰどこ肋童地熱気弗の揚

含はそのメリット績すでにしぱしば強調されて来花こと

で滋翻婁この分野における傾斜掘の例は報青春れてい

ない｡ζれは看滴1天然ガスの掘さくの揚禽の掘春く

対象を怒る錨質は空として堆積砦であるか鉤熱の場合

は複雑な構造をもつ火山砦で勅るため後者の揚含紀は

禰慈く技術上傾斜掘紀国難が予想され蔦ことにより足

ものと誇克られる｡松川の7号外の揚含はそれ襲で

の諸調壷の結果から誉められたその掘さく地点淋地形急

しゅん滋&ころであう掘さく機械の搬入に多額の土木

工事毅を妻し襲直掘りでは掘さくが実際上不可能ぽ近い

とこるであった.一そこで傾斜掘が計蘭書れた皿従来

松川紀潟いて賦坑井相互の干渉をさけるため百数十皿か

ら蟹00鰍位の間隔を最小の筑井間隔としていた｡7号

弗の贈禿は餐静鉾のから約7胸位離れ花蕊ζる隠慧めら

れ約3⑫o繊操魔蜜では嚢直紀掘春く淡竹独わ椛花世も

もるんこのぷ勇な論い部分は燕氣の操敢瀞象曇液葛鐙こ

ろではない､呈それから掘進力絢は傾斜してあ密勅鉛直

方印登留滋す鏑度蝿～蛾郊鑑直深魔熔換鋳篶繕溜籔轡搬

の予麓操魔蜜で鋼密く窪れ墾近の坑雑漕戦葛蟻掃鉾と

の琉嬢網籔⑳顕離は約壌o繊滋畿な噸愁箒柳漢観稼松

川で憾静沸秘顕翻副凄趨ζ蟻瀞泌彩参些誇麹鯵航てい

る塵離蹄蕩叡傾斜方繭憾籍電所雛陽蜜鰺熔滋勘靖

もの海務堕地土⑳パイダ繋箏影鰯溝夏滋彪花抄箏激

万円鴬屍黛船ら批るx愁鰭扇鑑隠線葡据⑬顕り労繊才飾

約で雛漂雌繊球籾渋脇柳穆イ沌

も含踏繁留螢韓滞⑳傍弗漢刺黒繋篶施費踊煤≡確莱⑳や

り方か鰺規菊裕濠批蕃欝溺留脇滅ぐ鍬災廼蜜稚あい

うこ鉦激坤托祢煽ぺ一粒洲飽熱鋤繊憾地添熔優勢な

薬気樽離鵡獅琳鋤鰯鱗傑鰯/

その趨嫌穆揖隊峰慈蹄念蟻紳滅㊧慈簸滋蹴籍鎧妨ばて

いる霊淀る要顕であ句傾斜掘の採周はごの難魚をか

松川発電所につづいて地熱発電を開始した九州電カ㈱

の大岳発電所ではその後順調に操業され飽熱エネル

ギｰの利用が有劾紀行なわれている｡ここでは開発調

査もその後着実紀すすめられて来ているか最近大岳地

域の隣接地載である八了原鋤滅におげる闘発の可能性が

見通しのあかるいものと報ぜられている.同地滅は大

岳発電所の商方約黛㎞の蛸熱地域であり規在裏で紀3

本の調査井が成功裡に掘きくされ五号弗は口元圧カ

貸｡3弧墨/鯛恕で燕気量狽.れ/h熱水藪れ/h2号弗

は口元圧力至｡鵠紬/鰍菱濠で蒸気量泌眺/h熱水盤鵬

t/け報告されている(地熱蝸｡蝸八丁原五纂号井

についてより).これらの結果から岡地域の有望性が

あ書らかになり岡地域の闘発は今後も強カにすすめら

れるものと湾克られる,大爵発電所ぽおいては蒸気を

分離した後の熱水をすてるために長いパイプラインが敷

設されている､そしてこれにスケｰルが急遠ぽ沈着し

非常に騨った繭題と恋っていた.熱湯の排水踏のスヶ

一ル請りの閥題はユ風一ジｰランドのワイラケイ発電所

においても金く岡様にありここではスケｰル瀞除のた

め2本の溝を作り常ぽ一方を使用中紀触方のスケｰル

排除工事学行なうという方武をとっている｡九州電カ

㈱綜含研究所では一最近排水元ぬ大書な滞留槽を作算こ

こであらがじめスケｰル沈澱を促櫨するという方法でパ

イプ申のスケｰル防止技術の開尭紀成功しこの成果は

内外から注貿されている.

ごく近い将来に発電が開始される見通しにあるのが

秋囲県八幡平地熱地域と富城県蒐首地熱地域である｡

前者は三菱金属鉱業㈱により開発きれ現在塞での&こる

約亙万長W分の燕気操取に成功し明年串には発竃所の

嬢設が行われる兇込みであり塞た後者においては電源

開発沸が鰯発を行か･て来ておりこれ塞た6～魯,00⑪

蛙Wの燕気をすでに確傑している現況である.いずれ

も地遺恋しかも着実な基機調査め結果秘実を結びつつあ

るとこるといえよう.とも勅れ繭地斌におげる発電開

始は最近待望久しいところであったが漸くその実境が

貿前に遺った感である号

最近の語題でのがすことのできたいこととして今年の�
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の発展途上各国より研修生を迎え入れ地熱開発について

のトレｰニングを行なうのか圭寓である､九州驚カ沸

および日本地熱調査会もこれは協力すること紀恋ってい

る.本稿執筆現在に知られている予定ではインドネ

シアより3名トルコ中国フィリピンより各盟紹お

よび蕊劣ラガ韓国テリｰ勾けルバドルボリビ

アメ寺シコガテマラビルマエチオピア⑫各国よ

り五名づつ総計18名の研修生の来翼が巷蜜鶯ていると

のことである｡発展途上の沓圏がいるいろの分野紀為

いてわが園の技術熔期待していることは周知のことであ

る昔紬熱開発熔ついても例殊ではないのが現状といえ

よう｡エチオピアにおいては現在国連の援助のもと虹

同国の地熱開発調査がはじめられている草地質調養所

の串村久由技官(前熔用地質部長)カミζれ紀国連派遣

の総マネｰジャｰ&して今集はじめより参加し現在清

麗串である然ζれも海外の期待1にたえている一好例

といえる｡

嬉｡糠鈴⑳議題

最近の海外二楓一スで特繁すべきことの一つはニュ

ｰジｰラン狩のブ涙一戸茅ンド虹おける開発であろう.

ブ繊一将ラン洋は有名なワイラケイ地熱地域の北約20

ぬぽある地熱地域で昨隼黒楓一ジｰランドの地球物理

りそうで現在出力約8万kWのものがここ少なくと

も数年は年刈O麻W程度の増設の早通してすでに坑井

も確保され最近現地を訪れた冒本人技術者の請による

と近い将来にカイザｰとその周辺で五00万法前まで位は

行くのでは低いかとのこおで洲)薯実そのような計繭

を閥か慈れたとのこ当であったこのような地熱発電

の発展の屍通しはあらためて地熱発電に関する再認識!を

関係官にせまるものとい免よう曲

196峰に国際遠含の室催で新黒ネルギｰ資源の開発利

用についての国際会議淡イ夢リアの濠一マ市で行なわれ

地熱資源についての各園からの報告秘数多くたされた.

そしてその成果はその後の世界各地における地熱開第紀

大巷く㍑入れられその健進ぬ役並汐た尋この会議虹

は当時地質調査所からも斎藤元所長佐藤前所長ら淋参

加しそのユ軌一スは以前随本誌でも紹介され花串

今年の蔓凋衆にはその繁婁回目というべ書ものが計陶

されている.本稿が読者の員にふれる頃にはちょうど

終わる予定のものであるが各国の地熱関係者カ沖はリ

イ索リアのピサ帝悠会合し嚢月夏｡黒から蜘肩五漂塞で

会議か行なわれる曲

属奉からも地質調査所をはじめ各機関からか孜りの参

加者秘予定慈れている｡会議は地熱海源の開発と利周

についてのシン浦ジウムという形式で行なわれ次の養

うなnのセクシ嚢ンに別がれ棋界各園の専門象の轍

皆と討論が行なわれる予忠である宙

⑪地熱のシ汲矛ム(一㈱墨地熱のシステムの水力学熱力学

地化学ぽついて)

②徴界の地熱闘薙の現況(地熱工率ルギｰ開発の発腰を頓肉

のレビ皿一)

⑯地熱探査に為ける地質学的員標(地熱地域の地質潟よび探

査対象紀ついて)

④`地熱探査終おけ蕃物灘擁養鐘術(禽然熱流盤⑳鰯翻娩級

抗漆な竺各種物題鶴盤の地熱探査榊釣趨踊磯綬鍛滋の籍麟

を強調して)

⑤地熱探査に潮する地織化学釣技徽(録遼⑳籍麗登強調じ悉

古典的地球化学潟畿び接地球化学ぽっいて)

⑧地熱掘さく技術

②貯溜魔の物理学軸災ぴ塗麓響灘(風ン幻眺哩一翻鷺流鐙

浸透錐貯溜の蒐惣も算鍛瀦鑑藤の淀め獺地繊響灘漆濠

について)

⑧地熱流体の撰集お輸送一

⑨蒸気および高工汐幻比蟻熱水砺脇(鶏竃潟畿淡その艦

の目的の淀めの剃溺綬顯めで)

⑩低エンタルピｰ熱承⑳剃燭(郷熱処鰹鰻ぽ簑薗繋製

塩などの利用はつい災)

⑪地熱発電の経済惟蝸機渓ゲｰ淡効繁多くの淡渓努器

中に船争す蕃蛾燃籍麗約殺翻な裟熔ついて)

この会議は今後⑳横塀⑳地熱闘発の発麗⑳滋繍獲

前回のロｰ呼会議違閥様爽慧澄役割をは花成もの些翻祷

されている匙猟坐凝遜ゆトビツ次渓を歓庶約懇は灘,葛

か紹介してみた｡鎧愁勘机勅淋国の地熱闘籍1忍憾周雑

のようぽわが園締袴⑳鰯難翻満繍菱籍繁縫艦麗篶彩

おり今後もその労陶澄施漆器恋あるう甘そ悠懇影⑳

大書な繁劇ζは鎧りわは園隷的メ切クアップ湯泌繋懇務

るζとはっと組勅托芯来でいること湾彪り努艦を

も関係労爾の理解繍襲蜜椛懇並護触･曲

(難讃蔭1濠災繋撲搬鱗鍍溝調鐙鱗纏綿灘擦鐙蔀)�


